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■ 要  旨 ■ 

 筆者らは鉄骨フレームを用いた RC 造建築物の耐震補強工法：ポータル・グリッド工法（以下、PG 工法と記す）を

提案している。PG工法の柱間接接合部の構成要素が耐震補強効果に及ぼす影響を確認するために、柱のアンカ

ー、スタッドおよび充填モルタルの有無をパラメータとした実験を実施した。実験の結果、柱間接接合部の無収縮

モルタルは水平せん断力の向上と軸力負担、および鉄骨柱の座屈防止に寄与することが分かった。また、鉄骨フレ

ームがRC柱の転倒モーメントにより生じる軸方向伸びを拘束することにより、既存RC柱のせん断抵抗力が向上す

る効果を確認した。さらに、RC柱に打設されるアンカーは補強効果にはほとんど影響しないことを確認した。 

 

 

 

 

 

加力概要 

 

水平せん断力の負担割合 
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鉄骨柱負担せん断力 

RC柱の負担せん断力 

間接接合部の寄与分 
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負担せん断力 

アンカー、スタッド、モルタル 

全て有り 
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荷重変形関係 
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アンカーのみ省略 
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